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腫癌 は白色調 で正常脳実質より弾性軟 ,

一 部 で 黒

褐色の 色素沈着がみ られ た. 周囲組織 との 境界 は

明瞭で あ っ た が全周囲の 確認は しな か っ た .

病理組織学的に は類円形核をもつ 大小 さま ぎま

な n e u r o n 系細胞が密に増生 して おり ,
正常の 皮

質層構造はみ られなか っ た . し か し
,
核異型 に乏

しく核分裂像や壊死 は認めず, 腫癌と い うより形

成異常と考えられた . 太 い 突起を持 っ た a st r o c yt e

も多数認 め られ , gli a 系 に も異常が及 んで い た ･

免疫染色 : G F A P と S - 1 0 0 は gli al c o m p o n e n t に

( ＋)
,
n e u r ofil a m e n t は ( - )

,
s y n a p t o p b i si n は

d iff u s e s t ai n i n g , M I B - 1 L I は 1 . 8 - 2 . 4 % ･

我 々 は こ の 病変を d y s pl a s ti c g a n g li o n e u r o -

c yt o m a と呼ぶ の が ふ さ わ し い と考え た ･ 多くの

小児の 脳腫癌は異所性の 細胞 か ら発生する と考 え

られて おり
,
腫癌と形成異常の 境界が不明瞭 な症

例もある .
こ の症例もその ひと つ で あろう. また

,

p E T 所見での 糖
･ ア ミ ノ酸代謝 の上昇は ,

n e u r o n

系細胞の 密度 が高 い こ とによると考え た. 小脳の

形成異常で ある Lh e r m itt e - D u cl o s di s e a s e (d y s -

pl a stic g a n gli o cy t o m a of c e r e b ell u m ) で も糖代謝

が著明に上昇 して い たと の報告がある . な お
,
汰

着して い た メ ラ ニ ンは r etin a に分化するもの など

が考 えられたが , p e rif e ri n で は染色 され なか っ た .

4 ． 未 分 化 な 小 児 後 頭 葉 実 質 内 腫 瘍 （ a s t r o b l a s t o m a ? ） の l 例
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症例 : 1 歳 1 1 カ月女児. 1 カ 月前か ら元気がな

く なり徐 々 に傾眠傾向と なる . C T で は
,
右後頭

葉に 充実性の 主座があり ,
巨大な嚢胞を伴う 9 ×

7 × 8 c m の 占拠性病変を認 める ( 図 A , B , C) .

強 い m id - li n e s h ift を伴う ため ,
入 院同日緊急 に

腫癌全摘術施行. 嚢胞内容液はごく薄い 黄色透明

で
,
腫癌は肉眼的に ピン ク色 ,

壁 はくすんだ白色

で周囲脳実質との 境界 は明瞭である .

組織学的所 見 : 小型類 円形の や や 明る い 核 と ,

fib rill a r y な乏 し い 胞体を有する均
一 な腫癌細胞

が
,
び ま ん性 に , 血管周 囲 で は a c e11 ul a r a r e a

( p e ri v a s c u l a r p s e u d o r o s e tt e s) を形成 して 細胞密

度高く出現 して い る ( 図 D , E ) . 核分裂像が散見

され
,
壊死を伴 う .

一

見すると , 未分化グ リオ
ー

マ
,
ある い は e p e n d y m o m a を思わせ る . G F A P

,

vi m e ntin は腫癌細胞の 突起に 陽性 で ,
血管周囲で

は太 い梶棒状を呈 して 血管壁 に 向か っ て 認められ

る ( 図 F) . E M A で は e p e n dy m al diff e r e n ti ati o n

は明ら か で な い . 他 の 上皮系, n e u r o n 系 マ
ー カ

ー

は陰性 . M I B - 1 で は多数の陽性核 . 電籍 で は
,
多

くの腫癌細胞の胞体は明るく ,
少数の 中間径 フ ィ

ラ メ ン トと細胞小器官を認める . とき に
,
豊富 な

中間径 フ ィ ラ メ ン トをもち ,
a st r o c yt e と考えられ

る 細 胞 も存 在 す る . ま れ に
,
腫 癌 細 胞 間 に

m i c r o v illi が集族 し
,
そ の 周囲に は短 い 接着装置

が認め られる ( 図 G) . ごくまれに
,
cillia を伴 い

胞体内に細胞小器官が豊富 な, e p e n d y m al c ell へ

の 分化傾向を示す細胞も存在す る ( 図 Ⅲ) . 血管

周囲で は ,
m ic r o t u b ul e s

,
m it o c h o n d ri a と中間径

フ ィ ラ メ ン トを持 つ 多くの 明る い細胞突起 が血管

壁に 向か っ て 配列 し, あるもの は b ulb o u s に基底

膜と接 して い る ( 図Ⅰ) . 血管壁はやや肥厚 して お

り
,
豊富 な c olla g e n が認め られる .

まとめ : 以上の 所見 より t a n y c y t e に 由来す る
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図1

A
,
B
,
C 術前造影 C T

D 未分化小型細胞か ら成る腫癌 ( H E
,
× 12 0)

E 太 い突起が集ま る p e riv a s c ula r p s e u d o r o s e 仕e ( H E , × 3 4 0)
F 血管壁に向か う G F A P 陽性の 腫癌細胞の突起 ( G F A P

,
× 1 60)

a st r o bl a st o m a ( R u bi n st e i n U & H e r m a n M M と思 っ て い る . 本腫癌型 の 存在を確立する上 で
,

1 9 8 9) の 可能性を考 えた . 個々 の 光顕 ･ 電顕所見 今後の 類似例 の蓄積とその電顕並びに免疫組織化
は a n a pl a sti c e p e n d y m o m a を支持するもの で もあ 学的観察が重要 である .

る が, その 全体像はや は り異 なる の で は な い か
,
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G

H

I

国 2

腫癌細胞間の m ic r o v illi の 集族 (電顕, × 38 00)

cilli a を伴う e p e n d y m al c ell ( 電顕 ,
× 1 3 0 00)

左下 の 血管壁 に向か う明る い 腫癌細胞の 突起 (蛋

蘇
,
× 43 0 0)


